
13.00　趣旨説明：西山雄二（首都大学東京）
13.10-14.00　 第1-3回　解説＝ 西山雄二　
  　コメント＝守中高明（早稲田大学）　 　司会：増田一夫（東京大学）
14.00-14.50　 第4-5回　 解説＝佐藤朋子（東京大学）　
  　コメント＝佐藤嘉幸（筑波大学）　　司会：宮﨑裕助（新潟大学）
14.50-15.10　休憩
15.10-16.00　 第6-9回　 解説＝郷原佳以（関東学院大学）　
  　コメント＝立花史（早稲田大学） 　　司会：西山雄二
16.00-16.50　 第10-12回　 解説＝亀井大輔（立命館大学）　
  　コメント＝高桑和巳（慶應義塾大学）　　司会：藤本一勇（早稲田大学）
16.50-17.10　休憩
17.10-18.00　総合討論 ：増田一夫、藤本一勇、宮崎裕助　司会：西山 雄二
       入場無料、事前予約不要　主催＝脱構築研究会

      Workshop

　ジャック・デリダ『獣と主権者Ｉ』を読む
  　2015年 2月22日（日）13.00-18.00
 　　場所＝東京大学（駒場） 18号館4階コラボレーションルーム1

ジャック・デリダの死後、講義録（全 43 巻）
が続々と刊行されており、日本語訳の第一弾
『獣と主権者 I』が没後 10 年目の 2014 年に
出版された。『獣と主権者 I』では、主権者と
獣という両極的な法外者が主題化され、ラ・
フォンテーヌ、マキャベリ、ホッブズ、ルソー、
シュミット、ヴァレリー、ラカン、ドゥルーズ、
ロレンス、ツェラン、アガンベンらのテクス
トが参照され、狼、子羊、狐、獅子、蛇、猿、
イルカ、象などの多種多様な動物とともに、
人間─動物政治論が縦横無尽に展開される。
デリダ講義録の日本語訳刊行を記念して実施
される今回のワークショップは、翻訳者によ
る各回の解説、識者によるコメント、デリダ
研究者による討論で構成される。未読者も既
読者も『獣と主権者 I』の魅力に触れることが
できる、入門的かつ応用的なワークショップ
である。

最強者の理屈はつねに最良のものである。
すぐにそのことを示そう。


